



















平成 13年 4月から平成 13年 9月
11.研究方法
1) CP未使用群として、当病棟の平成 7年 5月から平成 13年 4月までの過去 6年間で、
経皮的動脈拡張術、ステント留置術、血栓溶解術、アテレクトミー治療を施行した ASO患者











1)の CP未使用 119例の指導状況を見ると研究方法に記載した指導項目 6項目のうち何





















CP使用以前の症例 119例と使用後の 30例を比較してみると CP使用以前は指導は約
20%の患者に対してしか行われていなかった。しかも指導項目においては、上記に示した 6
項目の中でも限られた 1~2 項目のみの指導となっており、希薄な内容となっている。 CP
使用後は、①疾患、②禁煙、③危険因子の 3項目が 100%指導されていたが、④食・生活、



















































者ケアの変化，ナースマネージャー， 1 (9)， P 66-71， 1999. 
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退院指導パンフレットの一部
血管霊が厚〈なり 血管が閉塞す..‘
その先の血績の循環が狸〈なります.
それによって.
冷Ii!l.しびれ.痛み、皮膚の色調変化・置燭
などの皇紋が幽てきます.
盗塁
一ー←ーー一一一一←ーー さんの翁気は
量豊重量堕璽生量といも唱す.
との鋼"'"主動脈の血管墜にコレステロ '"などの脂肪が
たまって‘血管の肉備が験〈な旬‘血援が"れ1::(<なる調何気
です.
病気を放置して.血智の内側が更に袈〈なると 血管霊.'号車
〈なり‘もる〈伝って‘司直れやす〈なります.そしてそれを修
置するために血語使命の血小績が一実に集まってきますE
血小僚は r血漉を置めて出血を止めるJという重要な働倉
をもっています.そのため‘この作用が鼠晴硬化で狼〈なヲ
危血管に起こると 血患が閉まって血後{血の組】.なり 血
管をつ禽らせてし重うのです.
表2
3 
の血管が
動脈硬化により閉畠してL、たため
一←一一一一一一一一一ーさんの増舎は
の
症状が起こっていたのです.
原本lまA4版6枚撮りで、表21まZ枚分を示す。
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目標 達成田 再確認日
口ASOがどのような疾患であるのか(血管
がどのようになって起こっているのか)理
解できる。
白血管の閉塞による症状が述べることができ
る。
口ASOと他の疾患(晶脂血症、糖尿病、肥
満、高血圧、心疾患)と関係があることが
分かる。
口内服について、作用・処方を説明すること
がで吉る。
口禁煙の必要性が理解できる。
口禁煙について剛向吉な百葉がみられる o
(滅煙、禁煙について患者がら申し出ること
ができる。)
ロ日常生活の注意点について述べることがで
きる。
ロ再開塞時の症状を挙げることができる。
口定期受診、定期検査での必要性を理解でき、
次回からの受診が約束できる。
口退院後、再開塞症状出現時 受診するp要
があることが理解できる。
退院指導目標達成状況表 4
退院指導計画
1 指導予定 特記事項
*疾患について
*血管の閉塞、狭窄
(水) とは
*疾患の危険因子に
ついて
(木)
*内服についての説明
(薬由情報部より指導
(金) 後内容・庄応確認)
*禁煙指導
(土)
*食・生活について
(アルコールを含む)
(日)
*受診、棺査の必要性
*再閉塞の症状について
(月) (チェクリスト用いて)
*予備日
(火)
表3
- 般的な指導の計画を挙げています。
・パンフレッ卜に沿って指導してください。
-特記事項の欄に患者の反応や、理解不足の点、翌日の指導に継続す
る点などを記載してください。
・指導計画の欄に計画を追加してくださってもいいです。
退院指導チェックリスト
1 一一一一一ーさんの病気はどのような病気ですか?
口病名はつ
ロ症状!立つ
表5
Z動脈硬化の危険因子にはどのようなものがありますか?
口高脂血症
口糖尿病
口肥満
口高血圧
ロ喫煙
織。IJjイカJ~ハ。λ
使用前
(2号用紙へ
の記載例)
園2
100 
3.日常生活においてどのような注意が必要ですか?
口保亘しましょう
ロコレステロールを控えましょう
口適度な運動をしましょう
ロストレスと上手につきあいましょう
口十分な水分を補給しましょう
抑ヲリテイカJ~ハ.λ
使用前
(退院サ可リー
への記載例)
4 食生活においてどのようなj主意が必要ですか?
口植物昨到旨肪をとるようにしましよう
口塩分は控!えましょう
口糖分を控えましょう
ロアルコールを控えましょう
口抗酸化食品をとりましょう
韓議。リティカJ~ハ。λ
使用後
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5その他
口処方された薬は症状がなくてもきちんとのみましよう
口定期的に受診しましょう
口再開塞の症状があれば受診しましょう
